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呼子地区

加唐島

松島

加部島

１．呼子港の位置

港湾区域 呼子大橋

さきかた

先方地区

波戸漁港

名護屋漁港

呼子漁港
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２．呼子港の概要

馬渡島 松島
加唐島

小川島

呼子地区

先方地区

観光船

離島航路・

観光船発着所

唐津市

呼子地区内道路の混雑状況（H6）離島航路船への乗り込み状況（H6）

呼子朝市通り

呼子港
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３．先方地区 全体計画

①観光の振興（交流人口の拡大）
②呼子港内・地区内道路の混雑緩和

物揚場

旅客ターミナル

護岸

多目的広場

緑地

防波堤

駐車場

レ
ス
ト
ラ
ン
等

水
産
加
工
施
設

駐車場道路

事業の目的

①レストラン、駐車場、多目的広場等の整備
②離島航路や観光船の集約移転

役割分担
県：護岸・防波堤

物揚場

市：埋立・施設

目的達成の方策

バブル期平成元年(1989年) 呼子港ｺｰｽﾀﾙﾘｿﾞｰﾄ開発計画
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埋立区域
（２期地区）

埋立区域（１期地区）

先方地区（拡大）



１期地区（３５億円）
（全体の５５％）

４

４．現在までの整備状況

凡 例

平成23年度迄
施工済箇所

残事業（県）

残事業（市）

防波堤
L=110m

物揚場（-2m）
L=100m

物揚場（-3m）
L=100m

２号防波堤
L=110m

護岸A=0.3ha
埋立A=0.7ha

〈全体事業概要〉佐賀県
全体事業費 ５３．６億円
事業期間 Ｈ３～
防波堤・物揚場等
道路・護岸 Ａ＝１．０ｈａ

〈他事業〉唐津市
全体事業費 ９．７億円
事業期間 Ｈ１４～
埋立・施設 Ａ=４．６ｈａ

H4～H14
地盤改良済
5.8億円

H16～H17
地盤改良済
1.4億円

護岸（モデル）
L=320m

道路 L=518m

２期地区（２８億円）
県 ２３．７
市 ４．７

護岸・道路
A=0.7ha

埋立A=3.9ha



５．現在の状況

５

①いかレストラン
（H21.6開業）

駐車場（約100台）

②直売所
（H22.4開業）

③温泉施設
（H24.4開業）

④水産加工施設
（H24.4開業）

①

②

④

（１期地区）

③
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６．社会情勢の変化

呼子町への
観光客の推移

呼子大橋 呼子朝市 呼子大綱引
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ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙ

ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ

駐車場

1F資料館、2Fﾚｽﾄﾗﾝ

1Fﾌｨｼｬｰﾏﾝｽﾞﾜｰﾌ
2Fｶﾌｪﾃﾞｯｷ

多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ｲﾍﾞﾝﾄｿﾞｰﾝ

1F魚市場
2Fﾚｽﾄﾗﾝ

屋外ﾃﾗｽ

活魚ｾﾝﾀｰ

健康遊具
下水道施設

展望所

７．計画の見直し

平成元年に作成 時代に即した整備計画への見直しが求められている

唐津港へ移転
（平成１９年４月）

１期地区

設置場所の変更
（平成１８年１１月）

１期地区に変更
（平成２４年４月）



これまで唐津市により、地元関係者へ２期地区の土地利用について、意見聴取が
行われている。

○対象 呼子区長会、漁協、地域婦人会、老人会、懇話会メンバー

○意見 1.呼子には平地がなく、土地の確保は生命線であり、計画どおり埋立てが必要

2.意見聴取の中において、一部には以下のような意見もあり
①早期効果発現のために、一部埋立先行、縮小という意見
②縮小し、観光振興・漁業支援のために海面を利用するという意見
③環境保全の観点から、埋め立てしないという意見

※ H24.11.26 呼子みなとまちづくり懇話会において、埋立推進を確認

H24.12.6 県に護岸の早期整備に関する要望書を提出
①呼子町区長連絡協議会 ②呼子町地域婦人会
③佐賀玄海漁業協同組合 ④唐津上場商工会

しかし、土地利用計画の具体的な案は示されていない。

８．地元関係者の意見

８



２期地区の新たな土地利用計画についての１１月末時点での市の考えは、
当初計画を基本としつつ、現時点では箱ものの計画は定まっていない。

平地の少ない呼子臨海地区としては用地の確保が地元の念願ではあるが、
具体的な土地利用計画が整理されていない。

９．唐津市の対応状況

９



１０

呼子のまちづくりについてあらためて検討したうえで、
土地利用計画の見直しに関して地元や唐津市と協議調整が必要

〇判断理由

 地元においては、２期地区の土地利用に関する計画の熟度が低い

 市においては、１期地区の整備を踏まえた２期地区の土地利用計画の見直しに
ついて、十分な整理がなされていない

 現計画に対する費用対効果は、コストの増等から１．０以上を確保できない
（B/C＝0.9）

１０．今後の方針

県事業の中止


